





































часть японского разговора）」、「日本のイロハの転写（Азбука японская с переводом）」 、同
じ49枚目裏側に「その他もろもろ（Счет различным вещам с переводом российским）」、続い





いй ろро はфа にни ほфо へфе とто
ちчи りри ぬну るру を（во） わва かка
よйо たта れре そсо つцу ねне なна
らра むму うм ゐи のно おо くку
やя まма けке ふфу こко 江е てте
あа さса きки ゆю めме みми しши

























































はな фана （=fana）　鼻 標準語語形 хана （=hana）
ひけ фиге （=fige）　髭 標準語形 хигэ （=hige）
ひほ фибо （=fibo）　紐 標準語形 химо （=himo）
ひたり фидари （=fidari）　左 標準語形 хидари （=hidari）













ふとつの втозъно （=vtozno） 標準語形「ひとつの」хйтоцуно （=hytotsuno）
ひる хиру （=furu） にんにく 標準語形「ひる」хиру （=firu）
ひなかた фнагата （=fnagata） 船乗り













てむぶくろ тембугуро （=tembuguro）「手袋」 標準語形は「テブクロ」тэбукуро （=tebukuro）
ひなとむ фнадому （=fnadomu）「釣具」 標準語形は「船道具」 фунадогу （=funadogu）
うむば умба （=umba）「おばさん」 標準語形は「おば」оба （=oba）
ひんとろ биндоро （=bindoro）「ガラス」 ポルトガル語「ビードロ」vidro （=vidro）
うさんき усанги  （=usangi）「うさぎ」 標準語形「うさぎ」 усаги （=usagi）
いちんこ ижинго （=izingo）「いちご」 標準語形「いちご」 итиго （=itigo）」
７．東北方言では語中尾のカキクケコ、タチツテト（ka、ki、 ku、 ke、 ko、 ta、 chi、tsu、te、to）は
すべて有声子音になる。しかし、それらの前には鼻音がない。また『レキシコン』のロシア転写では
以下のように記載されている。
ほとけ фодоге （=fodoge） 「神（仏）」　　　 標準語形「ほとけ」 хотокэ （=hotoke）
をやかた оягада （=oyagada） 「親方」　　　 標準語形「おやかた」 ояката （=oyakata）
はと фадо （=fado） 「鳩」　　　　　　　　　 標準語形「はと」 хато （=hato）
みち миджи （=midzi） 「道」　　　　　　　 標準語形「みち」 мити （=miti）」
まつ мазу （=mazu） 「松」　　　　　　　　 標準語形「まつ」 мацу （=matsu）
なつ назу （=nazu） 「夏」　　　　　　　　　 標準語形「なつ」 нацу （=natsu）
わた вада （=wada）「綿」　　　　　　　 標準語形「わた」вата （=wataコットン紙）
てかいところえあてさしやれ тегай тогорое адесашаре （=tegai togoroe adesasyare）
  「我慢する」прложи вышеⅻ 
あてとこ адэдого（adedogo）　比喩的に「目標」　標準語で「あてとこ」 атэтоко （=atetoko）
８．仙台方言の音節「せ　∫E」と「ぜ　ZE」は、標準語の発音の音声「し（i）」「じ（i）」のように摩
擦音シュー音で、これと同じように『レキシコン』ではたとえばセを「ше」、ゼを「дже」に転写する。
せせす шешезу （=sheshezuしばしば）　　 標準語形 サイサイ сайсай （=saisai）
しやくせん шагушенъ （=shagushen借金）　 標準語形 シャクセン сякусэн （=syakusen）
しやわせ шияваше （=shiyawasye幸福）　　 標準語形 シアワセ сиавасэ （=shiawase）
せんかんちやうしるひと дженъканъжо ширувто （=dzen’kan’jo shiruvto計算係）
　　 標準語形 ゼニカンヂョウヲ　スル　ヒトдзэнкандзё-о сиру хито









つかまいました цкамаимашта （=tskamaimashita） 「つかむ」
した шта （=shta） 「下」
くつ кузу （=kuzu）「 靴」
ひきやく хкягу （=hkyagu） 「使者」
てふき тефги （=tefgi） 「ナプキン」
ふくろ фугуро （=fuguro）「 袋」
さしき зашиги （=zashigi） 「座敷」
しつかな шизgкана （=shizgana） 「穏やかな」
10．キク ki、 ku、チツ ti、 tsuは母音に続くと有声音にならない。





くわんのん Кваннон （=kwannon）「仏教のパンテオンの神」（божество буддийского пантеона）
をきたいくわん окидайгван  （=okidaigwan）「都市国家」（городо дер жавец）
くわいしやう квайшо （=kwaisyo）「７事務所」（канцелярия）
くわいしやう квайжо （=kwaijo） 「判決」
くち квужи （=kwuji） 「口」















むすびました мусубимашта （=musubimasta）「結ぶ」 
なきました нагимашта （=nagimasta） 「放り投げる」
まちていました мадiмашта  （=madimasita）「待つ」 
あめふります аме фуримас （=ame furimas） 「雨が降る」





あすびます асубимасъ （=asubimas） 「散歩する」
くわいません квуймашенъ （=kwuimashen） 「食べない」 
のみません номимашенъ （=nomimashen）「飲まない」
やりました яримашта （=yarimasta）「与えた」







わき　いかしゃれ ваги игасьшаре （=wagi igas’syare） 「外に行け」










のといとこさる нодо идо гозару （=nodo ido gozaru） 喉の痛み（喉が痛いです）
ほしこさるфоший гозаръ （=hoshii gozaru）
ペトロワの『レキシコン』研究について（後）　　江口　泰生
8
　　「хощу」現代の標準語では「хочу」、ほしいですхосий дэс （=hoshii des）
ほしこさるか фоши гозарука （=hoshi gozaruka）
　　「хощешь ли」現代標準語では「хочешь ли」ほしいですか хосий дэс ка（=hosii des ka）
４．『レキシコン』では現代日本語からは逸脱している名詞の格変化がある。たとえば、主格表示が
ないものがある。
なりかみなります　наригами наримасъ （=narigami narimas）「雷が鳴る」
　　標準語では「каминари-га наримас」（=kaminari-ga narimas）
のといとこさる нодо идо гозару （=nodo ido gozaru）「喉痛い」




イつあのひとこくのむらさきました iзу ановто когоно мураса кимашта
　　 （=izu anovto kogono murasa kimasta）「いつ彼はこの町に到着したか」（45枚目）




「беспомощный」（頼りない） － 「тезыдай гозаранай」 （てつたいこさらない）とあるが、「て
つたい」は「援助」、「こさらない」は「利用できない」の意味。
「всемогущество」（全能） － 「минна кошрайгодо」 （みんなこしらいこと）とあるが、
「вседелание」（総てすること）の意。
「вечный」（永遠の） － 「маго мазтайе」 （まこまつたい）とあるが、「Желающий ожидать 
внуков」（孫のために）の意。
「вежливый, учтивый」 （丁寧、礼儀正しい）－ 「жоозыни жигя шимасъ」 （ちをつにちいきし
ます） とあるが、「искусно делает поклон」（巧みにお辞儀をする）の意。
「мыло」（石鹸） － 「акаодотя」 （あかをとし）とあるが「あか」は「грязь」（土）、「おとす」
は「削除する、出す」の意。したがって「泥おとし」の意。
「пивоварня」（醸造所） － 「нигорясакинирудоко」 （にこりさきにるとこ）とあるが、「место 
варки мутного сакэ」（濁った酒を料理する場所）の意。





























































запан （エプロン）　　заплот （柵）　　лопать （衣類）　　лапасть （足首）　　
морошно （曇り）　　доскань （嗅ぎたばこ）　　синея （鎖）　　тамарь （先端に歯のついた矢）






















シア版ウィキペデアВикипедия「Русские транскрипции для японского языка」による）。
ⅶ　15裏「заранъ　майдари　まいたり」とある。この「заранъ」がシベリア方言であるという意味である。「зарах」
は「衣服の裾、かき合わせ」の方言形。
ⅷ　「なそたて」（1516年『後奈良院御撰何曾』）所収（鈴木棠三編『中世なぞなぞ集』岩波文庫）。
ⅸ　36表「теща　шудоме　фафа　しやうとめ　はヽ」とあるを指す。
ⅹ　ポリワーノフの論文は村山七郎訳『日本語研究』弘文館1976の「日本語における子音の諸カテゴリー」。
ⅺ　原文では「и」になっているが、前稿でも述べたように以下の用例「てむぶくろ」「ひなとむ」「うむは」と合
わないのでм（ム）に訂正する。32表「тембугуро（てむふくろ）」、34裏「фнадому（ひなとむ）」37表「умба（う
むは）」。
ⅻ　７表の例文と思われるが読み間違いがある。「выше　положй」に対して「тегай　когорое　агесашаре　
てかイこヽろ江　あけさしやれ」と書いてある。「より高く努力を傾けよ」に対して「高い心へお上げなさい」の
意味と思われる。
ⅹⅲ　10裏の用例。ペトロワは「まちていました　мадiмашта」と読む。しかし、「мадi」の部分は、８裏「город
　мура：шйро　むら　しろ」の「город」例と同様に「д」が上に添えられているとみるべきで、「мадде（マッデ）」
と読むのではなかろうか。
ⅹⅳ　「明治維新」を指すと思うが、年代が合致しないので不審。
ⅹⅴ　27裏の用例は「агесашареあけさしやれ」である。
ⅹⅵ　橘正一・東条操『国語方言学　本州東部の方言』による。『国語科学講座』Ⅶ、明治書院、1934年。
ⅹⅶ　橘正一『方言讀本』厚生閣、1937年。
ⅹⅷ　橘正一『方言讀本』167ページに「男馬は軍馬として使はれ、女馬は荷負馬として使はれるから、自然、駄馬
といへば、女馬を指す様になツたのである」とある。
ⅹⅸ 　前掲注ⅹⅲで述べたように、「д」が上に添えられていると読むべきで、4表「боротъ　яджи　やち」、18裏
「кородезъ　ядзи　やち」である。正しくは「яджи」（=yadzi）。
ⅹⅹ  タタリノフ原文では正しくはкитцуとあるので「キッツ」。
付記
　本稿は江口泰生「ペトロワの『レキシコン』研究について（前）」（2013年12月発行『岡山大学文学部紀要』第60
号）の続篇である。また本稿は平成21年〜平成24年度文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（C）「ロシア資料
の文献方言史学的研究」（課題番号22520468）の支援を受けたものである。青森県下北市佐井村の渡邊隆一氏、長
福寺ご住職ご夫妻に記してお礼申し上げる。
 （えぐちやすお　岡山大学大学院社会文化科学研究科教授）
